
   ①月替展示「ゲームとつながる福井の歴史 

         ～刀剣と御城～シーズン２」 

      オンラインゲームに登場する“刀剣” 

     と“御城”と福井の歴史とのかかわりを 

     紹介しています。 

    会 期：２月１９日（水）まで 

②福井県中学生 

 郷土新聞コンクール 優秀作品展示 

 会 期：１月２２日（水）まで 

※会場は①・②閲覧室 

   ③フィアラ先生の古典文学ゼミナール 

    『古事記』を読む 第９回（全１１回） 

    日 時：１月１８日（土） 

        １３：３０～１５：００ 
    講 師：カレル・フィアラ（

文書館古典文学顧問・

福井県立大学名誉教授） 

④ゆるっトーク（福井／全➍回｜高浜／全➌回） 

福井➋「小狐という太刀のお話」 

 日 時：１月１８日（土） 

     １６：３０～１７：３０ 

高浜➊「年貢の納めどき 

    誰が？いつ？どこに？」 

 日 時：１月２５日（土） 

     １３：３０～１５：００ 

※会場は③研修室／④福井➋カフェテリア「あすわ 

 の木」／④高浜➊高浜町まちなか交流館 

※定員は③４０名（要申込）／④福井❷・④高浜❶ 

 ２０名（申込不要）｜先着順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

■1 月の開館日カレンダー■ 

日 月 火 水 木 金 土 

   
1 2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30 31 
 

  は休館日です 
  

毛受洪  「安波賀村の吉田常吉から書類が来たんですが……」 

大宮藤馬 「何か問題でも？」 

毛受洪  「安波賀春日神社の神主の吉田家に伝来していた宝刀“小狐丸”を、 

      正二位様＊１の仲介で九条殿＊２に献納して九条殿から下賜された金１００円５０００疋を、 

      安波賀村の吉川九左エ門に１０石の担保で貸し付けてあがった利潤を、 

      安波賀春日神社の修繕費に、 

      したいそうです。」 

大井弥十郎「？？？」 

＊１ 松平春嶽 ＊２ 九条道孝 

 
文 書 館 ふくい    

ＮＯ.１１７ 福井県文書館   

■展示・講座■ 

■わらしべ小狐丸■ 

■ちょっと昔の１月風景■ 

▲陶芸館 
 昭和 55年1月19日     80318 

▲寒げいこ（武道館） 
 昭和49年1月16日     67076 

■文書館■ 〒918-8113 福井市下馬町 51-11 

 電  話：0776-33-8890 

 ファクス：0776-33-8891 

 メ ー ル：bunshokan@pref.fukui.lg.jp 

 開館時間：午前 9 時～午後 5 時      ウェブサイト 

■フレンドリーバス（無料）をご利用ください■ （背景）渡り鳥一斉調査 
 昭和 49 年 1 月 16 日 67076 

令和２年１月発行 
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◎資料叢書 第１６巻 

「福井藩士履歴８ 新番格以下１」 

  「福井藩士履歴」として、これまでに“士分” 

 ６冊“子弟輩”１冊の７冊を刊行してきました。 

    しかし、７冊でもまだ家臣団の半数以下。 

   「福井藩士履歴」は、さらに８冊目“新番格 

   以下”へと続きます（“新番格以下”は下級 

   家臣団、全６冊予定）。 

◎研究紀要 第１７号 

 『研究紀要』には、三谷博氏の「「公議」運動に 

おける福井の役割－横井小楠を通じて－」と、高埜

利彦氏の「内田吉左衛門家の資料と商業経営」との

両講演録や、松浦義則氏の論文「戦国末期若狭支配

の動向」などを掲載予定です。 

※刊行は３月末の予定（刊行後は閲覧室で希望者に 

 配布、ウェブサイト等でもＰＤＦ版を公開予定） 

■資料叢書・研究紀要■ ❄❅❆❄❅ 

この“小狐丸”にまつわる資料 

松平文庫「和田八幡宮修繕寄付申出書 

（付、安波賀春日社吉田運吉小狐丸ニ関スル書）」は 

現在、月替展示で展示しています（２月１９日（水）まで） 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今月の展示■ 
 「春嶽プロジェクト」…… 

「春嶽乱舞」…… 

むむむっ……ヒット作の予感！ 


